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表２ 　浜松市人口・世帯数等
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　令和７年10月１日現在の住民基本台帳に基づく浜松市の総人口は779,453人で、前年に比べ5,757人

(0.73%)減少している。世帯数は360,239世帯で、前年に比べ2,260世帯(0.63%)増加している。

　性別でみると、男性が388,729人(構成比49.9%)で、前年に比べ2,882人(0.74%)減少している。女性は

390,724人(同50.1%)で、前年に比べ2,875人(0.73%)減少している。性比(女性を100とした場合の男性

の割合)は99.5で、前年と同様であった。

　１世帯当たりの平均人員は2.16人で、前年と比べ0.03人減少している。

前年比%前年比%

年

総 人 口 日 本

表１　浜松市人口・世帯数の推移

総 数 男 世帯数

2.19

1世帯当たり
平均人員

性比

外国人住民

総 人 口

日本人住民

29,868 

755,342 

785,210 

総　数

2.21

15,816 

342,163 

世帯数
区　分

令　　和　　６　　年　　10　　月　　1　　日

男 女 総　数

376,504 

14,761 

378,838 

30,892 

748,561 

779,453 357,979 393,599 

102.3

99.4

99.5

15,107 

391,611 

1.89

- 1 -



２　日本人住民数と外国人住民数

前年比%
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男

　令和７年10月１日現在の外国人住民数は30,892人で、前年に比べ1,024人(3.43%)増加している。世帯

数も16,775世帯で、前年に比べ959世帯(6.06%)増加している。

　性別でみると、男性が15,680人(構成比50.8%)で、前年に比べ573人(3.79%)増加、女性は15,212人(同

49.2%)で、前年に比べ451人(3.06%)増加している。性比(女性を100とした場合の男性の割合)は103.1

で、前年に比べ0.8ポイント増加している。

　１世帯当たりの平均人員は1.84人で、前年に比べ0.05人減少している。

　令和７年10月１日現在の日本人住民数は748,561人で、前年に比べ6,781人(0.90%)減少している。世帯

数は343,464世帯で、1,301世帯(0.38%)増加している。

　性別でみると、男性が373,049人(構成比49.8%)で、前年に比べ3,455人(0.92%)減少している。女性は

375,512人(同50.2%)で、前年に比べ3,326人(0.88%)減少している。性比(女性を100とした場合の男性の

割合)は99.3で、前年に比べ0.1ポイント減少している。

　１世帯当たりの平均人員は2.18人で、前年に比べ0.03人減少している。

世帯数女 女

外 国 人 住 民人 住 民

男総　数世帯数

373,049 

男

　令　　　和　　　　７　　　年　　　10　　　月　　　1　　　日　
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３　行政区別人口

【総人口】

【日本人人口】

【外国人人口】

4.34 

4.76 

区　別

中央区

浜名区

天竜区

総　数

令和６年10月１日

世帯数

25,145 

前年比％

74,107 75,088 98.7 61,864 0.57 2.41 19.9

　行政区別の日本人人口では、人口総数は中央区が

575,430人（構成比76.9％）、浜名区が149,195人（同

19.9％）、天竜区が23,936人（同3.2％）で、前年に比

べ全区で減少している。世帯数は中央区が270,161世

帯、浜名区が61,864世帯で前年に比べ増加している

が、天竜区は11,439世帯で減少している。

　行政区別の外国人人口では、人口総数は中央区が

25,962人（構成比84.0％）、浜名区が4,446人（同

14.4％）、天竜区が484人（同1.6％）で、前年に比べ

全区で増加している。世帯数は中央区が14,003世帯、

浜名区が2,480世帯、天竜区が292世帯で、前年に比べ

全区で増加している。

中央区 580,111 269,108 575,430 

2.08

77.2 268.42
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25,001 
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　行政区別人口では、人口総数は中央区が601,392人（構成比77.2％）、浜名区が153,641人（同19.7％）、天竜区

が24,420人（同3.1％）で、前年に比べ全区で減少しており、天竜区の減少率（△2.32％）が最も高い。世帯数は

中央区が284,164世帯、浜名区が64,344世帯で前年に比べ増加しているが、天竜区は11,731世帯で減少している。

人口密度が最も高いのは中央区の2,240人/㎢、最も低いのは天竜区の26人/㎢である。性比（女性を100とした場合

の男性の割合）も同様に、最も高いのは中央区の99.8、最も低いのは天竜区の95.4である。

区　別

天竜区

令和６年10月１日

24,539 11,544 23,936 △ 2.46 11,705

前年比％

人口密度
区　別

中央区

総　数 世帯数

令和６年10月１日

表３ 　区別の人口・世帯数等
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△ 0.64 
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男 女
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４　年齢別人口

令和６年

浜松市

93,191

中央区

70,110

浜松市 中央区 天竜区

表５ 　年齢構成指数

令 和 ７ 年令和６年

浜名区

浜松市

90,391

11.6

465,360 462,416

天竜区

1,650

6.811.7

浜名区

18,631

12.1

20.0

老 年 人 口 指 数

年 少 人 口 指 数

48.7

15.0

106.9

19.3

46.1

21.2

53.7

45.160.5 57.2

　年齢構成指数をみると、年少人口指数は19.5(前年20.0)、従属人口指数は68.6(同68.7)で、前年に

比べ減少している。老年人口指数は49.0(同48.7)、老年化指数は250.7(同243.2)で、前年に比べ上昇

している。老年化指数の上昇が著しく、高齢化が進んでいることが分かる。

　行政区別にみると、老年人口指数・従属人口指数において天竜区が突出して高く、生産年齢人口が

少ないことを示している。老年化指数は全ての区で230を超えており、老年人口が年少人口を上回っ

ていることが分かる。

11,767

48.2

区　　分
浜松市

59.3 59.3

年 少 人 口
(15 歳 未 満 )

構 成 比 (%)

生 産 年 齢 人 口
(15 歳 ～ 64 歳 )

構 成 比 (%)

19.5

49.0

従 属 人 口 指 数

老 年 化 指 数

68.7

243.2

68.6

250.7

65.4

239.2

74.9

253.2

121.9

713.2

表４ 　年齢３区分別人口

　年齢別に人口をみると、前年に比べ、年少人口（15歳未満）は90,391人（構成比11.6%)で2,800

人、生産年齢人口(15歳～64歳)は462,416人(同59.3%)で2,944人、老年人口(65歳以上)は226,646人

（同29.1%）で13人それぞれ減少している。

　行政区別に構成比をみると、年少人口が最も高いのは浜名区(12.1%)で、最も低いのは天竜区

(6.8%)である。生産年齢人口が最も高いのは中央区(60.5%)で、最も低いのは天竜区(45.1%)である。

老年人口が最も高いのは天竜区(48.2%)で、最も低いのは中央区(27.9%)である。

区　　分

11.9

老 年 人 口
(65 歳 以 上 )

構 成 比 (%)

226,659

28.9

令 和 ７ 年

226,646

29.1

363,581

167,701

27.9

87,832

47,178

30.7

11,003

【人口の年齢構成の特徴を表す指数】

●年少人口指数(生産年齢人口に占める年少人口の割合)

●老年人口指数(生産年齢人口に占める老年人口の割合)

●従属人口指数(生産年齢人口に占める年少人口と老年人口の和)

●老年化指数(年少人口に占める老年人口の割合)

年 少 人 口

生 産 年 齢 人 口

生 産 年 齢 人 口

老 年 人 口

生 産 年 齢 人 口

年 少 人 口 ＋ 老 年 人 口

年 少 人 口

老 年 人 口
×100

×100

×100

×100

生産年齢人口 老年人口年少人口

生産年齢人口 老年人口年少人口
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男 女 合計 男 女 合計

46.59 49.58 48.09 46.90 49.87 48.39

46.20 49.16 47.68 46.50 49.44 47.97

47.02 49.88 48.46 47.41 50.23 48.83

55.99 59.97 58.03 56.30 60.28 58.34

男 女 合計 男 女 合計

33.48 36.22 34.83 33.47 36.34 34.88

33.67 36.47 35.06 33.65 36.62 35.12

32.18 34.63 33.35 32.27 34.64 33.39

35.60 36.77 36.22 35.94 36.25 36.11

中 央 区

浜 名 区

天 竜 区

【外国人住民】

区 別
令 和 ６ 年 令 和 ７ 年

浜 松 市

浜 名 区

天 竜 区

　日本人住民の平均年齢は48.39歳で、前年の48.09歳より0.3歳上昇している。男女別にみると、男性は46.90歳

(前年46.59歳)、女性は49.87歳(同49.58歳)で、ともに前年に比べ上昇している。

　外国人住民の平均年齢は34.88歳で、前年の34.83歳より0.05歳上昇している。男女別にみると、男性は33.47歳

(前年33.48歳)で前年に比べ低下している。女性は36.34歳(同36.22歳)で、前年に比べ上昇している。

　行政区別にみると、日本人住民の平均年齢は中央区が47.97歳（前年47.68歳）、浜名区が48.83歳（同48.46

歳）、天竜区が58.34歳（同58.03歳）で、ともに前年に比べ上昇している。一方、外国人住民の平均年齢は中央

区が35.12歳（同35.06歳）、浜名区が33.39歳（同33.35歳）でそれぞれ上昇しているが、天竜区は36.11歳（同

36.22歳）で前年に比べ低下している。

令 和 ６ 年 令 和 ７ 年

【日本人住民】

表６ 　平均年齢

区 別

浜 松 市

中 央 区

　人口ピラミッド(５歳階級)は、日本人住民において、50歳代前半(昭和46～50年生)の人口が多いことを表して

いる。外国人住民は、20歳代後半(平成８～12年生)の人口が最も多い。

　行政区別にみても概ねその傾向があるが、特徴的な区もある。浜名区の日本人住民人口は、他区に比べ年齢階

級による凹凸が少ない。天竜区の日本人住民においては、70歳代前半(昭和26～30年生)の人口が最も多い。
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《 浜 松 市 》

【図６　人口ピラミッド(５歳階級)】

《 浜 名 区 》

《 中 央 区 》

《 天 竜 区 》

日 本 人 住 民 外 国 人 住 民
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５　人口動態(令和７年１月～令和７年12月)

(1)自然動態

表７ 　自然動態

　令和７年１月から令和７年12月までの自然動態をみると、出生数は4,410人、出生率(人口1,000人当

たりの出生数)は5.66‰(パーミル)である。これに対し、死亡数は10,100人、死亡率(人口1,000人当た

りの死亡数)は12.96‰で、両者の差である自然増減数は5,690人減、自然増減率(人口1,000人当たりの

自然増減数)は7.30‰減である。

　前年と比較すると、出生数は117人減少し、死亡数は45人増加している。自然増減数は162人減少し

ており、17年連続の減少である。

　行政区別にみると、出生数・死亡者数はともに中央区、浜名区、天竜区の順に多い。自然増減数は

すべての区で減少しており、中央区、浜名区、天竜区の順で大きく減少している。

　出生率が最も高いのは中央区、最も低いのは天竜区である。死亡率が最も高いのは天竜区、最も低

いのは中央区であり、自然増減率が最も高いのは中央区、最も低いのは天竜区である。

△ 8.72 1.62

自然増減
率(‰)

△ 1,340

出 生 死 亡

前年比(%)

△ 3.63

自 然 増 減

前年比(%)

△ 7.30

△ 6.36

△ 2.93

△ 6.10

区　別
死亡率(‰)

中央区 △ 2.59

総 数 前年比(%) 総 数

12.96

総 数 出生率(‰)

1.70

0.45

△ 3,8277,435

10,100 △ 5,690

12.36

13.56 △ 2.342,083743 4.84

浜松市 5.66

6.003,608

4,410

浜名区

△ 2.58

△ 7.04

△ 21.42

4.26

△ 523

△ 4.79

△ 4.75

△ 5,528

13.46

令和６年

23.83

12.81

2.42天竜区 58259

5.774,527 10,055

6.44

△ 13.07
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(2)社会動態

注)国外からの転入者及び国外への転出者を含む。

表８ 　社会動態(市外移動)

　令和７年１月から令和７年12月までの社会動態をみると、転入者数は22,458人、転入率(人口1,000

人当たりの転入者数)は28.81‰(パーミル)である。これに対し、転出者数は22,410人、転出率(人口

1,000人当たりの転出者数)は28.75‰で、両者の差である社会増減数は48人増加となり、社会増減率

(人口1,000人当たりの社会増減数)は0.06‰増である。

　前年と比較すると、転入者数は685人、転出者数は266人でともに減少している。社会増減数は419人

減少している。

　行政区別にみると、転入者数・転出者数ともに中央区、浜名区、天竜区の順に多い。社会増減数は

中央区で増加している一方、浜名区、天竜区では減少している。転入率・転出率ともに最も高いのは

中央区であり、社会増減率は中央区、天竜区、浜名区の順に高い値となっている。

　自然動態と社会動態を比較すると、本年は転入者数が多く、社会増減数は48人増加したが、自然増

減数は5,690人減少となり、引き続き人口は減少している。

△は減少率

前年比(%)

浜松市 22,458 28.81 △ 2.96 22,410 28.75

区　別

転 入 転 出 社 会 増 減

総 数 転入率(‰) 前年比(%) 総 数 転出率(‰) 前年比(%)

△ 1.17 48 0.06 △ 89.72

△ 0.78 △ 0.52

天竜区 △ 12△ 7.02 343 14.05 △ 7.05

総 数
社会増減
率(‰)

△ 72.17中央区 19,137 31.82 △ 2.94 18,997 31.59 △ 1.12 140 0.23

△ 247.83

令和６年

△ 80浜名区 2,990 19.46

22,676 28.88 467

△ 0.49 7.69331 13.55

23,143 0.59 △ 60.02△ 0.1929.47 △ 3.11

△ 2.64 3,070 19.98
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総 数

北 海 道

東 北

関 東

北陸甲信越

東 海

近 畿

中 国

四 国

九州・沖縄

注１) 住民基本台帳人口移動報告年報（基本集計）(総務省統計局)による。

注２) 東北地方：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県

関東地方：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

北陸甲信越地方：新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県

近畿地方：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国地方：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

四国地方：徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州・沖縄地方：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

注３) 都道府県別・大都市別の転入・転出者数は、統計表６に掲載。

総 数

静 岡 県

岐 阜 県

愛 知 県

三 重 県 257 2.8 153 104

280 

63 48 15 320 3.3 201 119

△ 193 △ 174 

194 155 18 13 5 

△ 367 

9,613 100.0

38.1 2,042 1,4413,4833,116 32.4 1,849 1,267

367 3.8 207 160 3.8

55.33,322 2,488

100.0

5,053

5,234 3,908 471

349

122

女 総 数

4438

男
構成比(%)

男

757 477 2,845 2,208

表10 　東海地方県別転入・転出者数

5,579 4,034 9,142

5,810 60.4

345 126 

県

転 入 転 出
転 入 超 過 数
( △ は 転 出 超 過 数 )

総 数 女
構成比(%)

男 女 総 数

0.7

731 293 △ 17 △ 213.9714 4.0 442 272

494 2.8 295 199

147 0.8 82 65 1774 48 25 8

7.6 780 572

5,234

981

9,142

△ 152724

1.8 224343 119 151 71

△ 201

3,908 471 345

80

775 4.3 442 333

△ 353

1265,579 4,034

△ 658

714 3.8

28.8 3,032

55436 278 61 6

9,613 53.7

1,705 9.1

48.7

1,352

2,367 △ 1,245 △ 5874,154 23.2 2,445 1,709 5,399

386 2.2 240 146

5 18

10,811 7,950 △ 870 △ 352 △ 518

84

372 2.0

1.2 149

243

233

17129 14 △ 3

256 1.4 154 102

17,891 100.0 10,459 7,432

23

100.018,761

６　人口移動状況(住民基本台帳・令和７年１月～令和７年12月)

　令和７年１月から令和７年12月までの人口移動状況をみると、東海地方での出入りが最も多く、転入者は

9,613人(構成比53.7%)、転出者は9,142人(同48.7%)である。以下、関東地方、近畿地方と続いている。

　東海地方を県別にみると、転入者・転出者ともに最も多いのは静岡県で、東海地方における移動者の約６

割を占めている。関東地方においては、転入者・転出者ともに東京都、神奈川県の順に多い。

　大都市(東京都特別区部及び政令指定都市)別にみると、転入者は東京都特別区、静岡市、名古屋市の順に

多く、転出者は東京都特別区、名古屋市、静岡市の順に多い。

　全国でみると870人の転出超過であるが、北海道、東北、北陸甲信越、東海、中国、四国に対しては転入

超過である。東海地方においては471人の転入超過であるが、愛知県に対しては367人の転出超過である。

地 方

転 入

構成比(%) 構成比(%)
総 数

転 出

総 数

表９ 　地方別転入・転出者数

男 女 男

転 入 超 過 数
( △ は 転 出 超 過 数 )

男 女女 総 数
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